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令和７年度６年部会授業 小池実践「武士の政治が始まる」 

小単元の構想図 全５時間 

   

過

程 

子供の主体的な問題解決の側面から 社会生活の確かな理解の側面から 

想定される主な「問い」 
子供に働かせた

い見方・考え方 

見方・考え方

を働かせる資

料 

子供が獲得できるようにし

たい知識 

つ

か

む 

＜学習問題をつかむ問い＞ 

平安時代の武士はどのような

人々だったのだろう。 

 

 

 

← 

 

 

武士の暮

らしの様

子に着目

して 

 

 

 

→ 

 

 

・武士の館の想

像図 

・武士の１日の

スケジュール

（資料集） 

・平治物語絵巻 

貴族の護衛などをし、戦い

に備える暮らしをしていた

武士は、平治の乱の頃には

貴族を凌ぐほど台頭した。 

学習

問題 武士は、どのように力を高めていったのだろう。 

し

ら

べ

る 

＜しらべる問い＞ 

 

平清盛は、どのようにして武

士の力を高めたのだろう。 

 

 

 

 

← 

 

 

 

 

平清盛の

業績に着

目して 

 

 

 

→ 

 

 

 

・平氏が権力を

得る過程の資

料（教科書） 

・源平の戦いに

ついての資料

（教科書） 

平清盛は武力と貿易で得た

富で力をつけ、貴族の中で

も高い位に就いた。しか

し、源義経の活躍した源平

の戦いで平氏は滅ぼされ

た。 

 

源頼朝は、どのようにして武

士の力を高めたのだろう。 

 

 

← 

 
 

 

源頼朝の

業績に着

目して 

 

 

 

→ 
 

・鎌倉の土地の

様子 

・ご恩と奉公 

関係図 

 

源頼朝は守護・地頭を全国

に設置し、鎌倉に幕府を開

いた。土地を仲立ちとする

御恩と奉公の制度をつくる

ことで、武士が朝廷を凌ぐ

力を得た。 

 

北条時宗はどのようにして、

元と戦ったのだろう。 

 

 

← 

 
  

 

北条時宗

の業績に

着目して 

 

 

→ 
 

・蒙古襲来絵       

 詞 

・元との戦いの

様 子 （ 教 科

書・資料集） 

北条時宗は元との戦いで全

国の御家人を動員したり、

防塁などで守りを整えたり

することで日本を守ること

に成功した。 

ま

と

め

る 

＜特色や意味を考える問い＞ 

 

平清盛・源頼朝・北条時宗

はどのように武士の力を高

め、世の中はどう変化した

のだろう。 

 

 

 

 

← 

 

平清盛、

源頼朝、

北条時宗

の取組と

世の中の

変化を関

連付けて

考えて 

 

 

 

 

→ 

・平清盛、源頼

朝、北条時宗

の業績をまと

めたワークシ

ート 

平清盛は武力と貿易で得た

富を背景に武士の力を高

め、太政大臣の位に就い

た。源頼朝は義経と共に、

源平の戦いで平氏を倒し、

鎌倉に幕府を開いた。ま

た、ご恩と奉公の関係など

の制度もつくることで朝廷

を凌ぐ力を得た。後の北条

時宗は、元との戦いで、全

国の武士の力を集めること

で元を退けることができ

た。鎌倉に幕府が開かれた

頃、武士による政治が始ま

った。 

 

 

 



② 本時の学習（３/５）：令和７年度に研究授業で行った時間の本時案 

（１）ねらい 

鎌倉幕府が開かれた場所や源頼朝の業績に関する資料を調べ、頼朝が幕府を開き、武士による政

治の仕組みを作り上げたことを理解する。 

（２）展 開 

 ○主な学習活動 ●評価につながる学習活動 

・予想される子供の反応 

◎資料 □指導上の留意点 

【評価】 

つ
か
む 

○学習してきたことを振り返る 

・武士の平清盛が貴族の頂点に立ち平氏が政治を行った。 

・平氏に対する不満が高まって源頼朝に倒されてしまっ

た。 

 

○本時で調べることを確認する。 

 

 

◎学習ノート 

◎疑問シート 

□疑問シートを活用しながら学習

の見通しをもてるようにする。 

し
ら
べ
る 

○源頼朝の働きを中心に、鎌倉幕府が始まったころに取り

組んだことや様子を調べる。 

・頼朝は山と海に囲まれた守りやすい鎌倉に幕府を開き、

そこで政治を行った。 

・有力な御家人を守護・地頭として全国に配置した。 

・御家人がもつ土地を認め、活躍した御家人に新しい領地

を与える「ご恩」があった。 

・御家人は将軍を守ることや、都や鎌倉を警護する「奉

公」を行った。 

〇調べた事実をもとに「なぜ、頼朝が始めた武士の政治は

うまくいったのだろうか」について考える。 

・戦いが起こっても守りやすい場所に幕府を開いた。 

・御家人を守護地頭にすることで全国に影響力をもった。 

・土地を使った、ご恩と奉公の関係で、多くの武士が幕府

の政治を支えるようになった。 

・源氏だけではなく、頼朝に味方する多くの武士がうれし

い制度を作った。 

◎鎌倉の土地の様子 

◎ご恩と奉公 関係図 

◎頼朝の取組（教科書・資料集） 

◎動画資料（NHK for School） 

 ・鎌倉街道と切通し 

 ・源頼朝～ご恩と奉公～ 

□児童が自分の予想や疑問をもと

に資料を選択しながら調べるこ

とで、主体的に調べ学習に取り

組めるようにする。 

 

 

□調べた事実を関連付けながら考え

ることで、頼朝が武士中心の政治

を行うために様々な取組を行った

ことを気付き、人物の思いや働き

と、社会の変化について考えを深

められるようにする。 

 

ま
と
め
る 

●頼朝の吹き出しに学習のまとめを記述する。 

・私（源頼朝）は、武士による政治の実現を目指し、全国に

守護・地頭を設置したり、京都から離れていて守りやすい

鎌倉に幕府を開いたり、御家人たちと御恩と奉公の関係を

築いたりしたのだ。その結果、たくさんの武士に支えても

らえる幕府が朝廷よりも強い力を手に入れ、私が死んだ後

も武士が中心になる政治が続いていったのだ。 

 

【知技①】ノートの記述から 

「源頼朝が鎌倉に幕府を開き、御

恩と奉公といった武士による政治

の仕組みを作り上げたことを理解

しているか」を評価する。 

 

 

源頼朝は、どのようにして武士の力を高めたのだろう。 



③ 本実践の主な手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 児童の吹き出しの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調べる時間に人物の働きを通して、社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考察するため

に 

わしは平氏を倒した後、守護と地頭を全国に設置したり、武士をまと

める地位についたりして支配を固めた。 

わしが死んだあと、朝廷との戦いになったが、御恩と奉公の関係で武

士をまとめていたおかげで勝つことができた。その後は法も作られ、

武士の世は安泰じゃ！ 

元いう帝国を相手に戦うのは苦戦したが、頼朝公から続く御恩と奉公の

関係があったからこそ勝てた……のもあるが、やはり私がえらくて石塁

を作るというかしこい選択ができたから勝ったように思う。敵はてつは

うや集団戦法できてギリギリだったが、神が味方してくれたのだ！ 

①学習の見通しを立てられる導入の工夫 

年表の中の一つ一つの出来事に人物名が明確に

書かれているようにしました。その結果、導入の

段階から、子供たちの中に、様々な社会的事象が

人物によって引き起こされていることを意識しな

がら学習に取り組むことができました。 

②学習問題や調べる問いの工夫 

学習問題や調べる問いの工夫をし、人物を主

語に問いを構成しました。 

調べる対象を明確にしたことで子供達がその

人物の立場や考えを共感的に理解しながら調べ

ることができました。 

まとめる段階では、子供たちが３人の取り組

みについて相互に関連付けながら武士がどのよ

うに力を高めていったのか考えられる問いを示

し、学習問題についてまとめました。 

③調べた社会的事象を人物の視点からまとめる工夫 

まとめを人物の吹き出しにまとめるという手

立てをとることで、子供が人物の視点を通して

社会的事象をまとめられるようにしました。 

吹き出しにすることで、事実をつなげた文章

ではなく人物の想いをもとにしたまとめを書く

ことができました。 



令和７年度６年部会授業 久米実践「江戸幕府と政治の安定」 

小単元の構想図 全８時間 

 

過

程 

子供の主体的な問題解決の側面から 社会生活の確かな理解の側面から 

想定される主な「問い」 子供に働かせた

い見方・考え方 

見方・考え方

を働かせる資

料 

子供が獲得できるようにし

たい知識 

つ

か

む 

＜学習問題をつかむ問い＞ 
豊臣秀吉がなくなった後、
世の中はどのようになって
いったのだろう。 

 
← 
 
 
 

徳川家康
や徳川家
光の業績
や意図に
着目して 

 
→ 
 
 
 

・等尺年表 (鎌
倉時代と江戸
時代) 

・江戸図屏風 
・国内の戦い
の数比較資
料 

 

関ヶ原の戦い後、徳川家康
が開いた江戸幕府は約 260
年続き、江戸図屏風には平
和な城下町の様子が描かれ
た。また、江戸時代は戦の
数が少ない時代だった。 

 
学習
問題 

 

江戸幕府は、幕府による政治を長く続けるためにどのような政策を行ったのだろう。 

 

し

ら

べ

る 

＜しらべる問い＞ 
徳川家康は江戸幕府を開
き、どのような政策をとっ
たのだろう。 
 
 
 
徳川家光は大名に対してど
のような政策をとったのだ
ろう 
 
 
徳川家光は様々な身分の
人々に対してどのような政
策をとったのだろう。 
 
徳川家光は外国に対してど
のような政策をとったのだ
ろう。 
 
 
 
 
大名や百姓にとって、幕府
の政策はどのようなものだ
ったのだろう。 
 

 
 
← 
 
 
 
 
← 
 
 
 
 
← 
 
 
 
← 
 
 
 
 
 
 
← 

 
大名の配
置に着目
して 
 
 
 
参勤交代
に着目し
て 
 
 
身分制に
着目して 
 
 
外国との
関わりに
着目して 
 
 
 
 
大名や百
姓などの
立場に着
目して 

 
 
→ 
 
 
 
 
→ 
 
 
 
 
→ 
 
 
 
→ 
 
 
 
 
 
 
→ 

 
・主な大名の配
置  

・江戸のまち
の広がり  

・一国一城令 
 

 
徳川家康は一国一城令や大
名の配置、武家諸法度によ
って大名を統制し、長く続
く幕府の仕組みを作った。 

・参勤交代に
かかった日
数  

・加賀藩の参
勤交代 

江戸幕府は参勤交代により
全国の大名を交代で江戸の
屋敷に住まわせ、大名に費
用を負担させ力を弱めるこ
とで権力を安定させた。 

・様々な身分
のくらし 

 

幕府は年貢を確実に納めさ
せ、反乱が起こらないよう
に身分制度をつくって人々
を治めていった。 

・絵踏み  
・島原、天草
一揆  

・出島  
・朝鮮通信使 

キリスト教の禁止、また鎖国
により、人々が幕府の命令に
従わなくなるのを防いだ。ま
た、オランダや中国、朝鮮と
の貿易の利益は幕府が独占で
きるようにした。 

・「しらべる」
段階で用いた
資料 

 

幕府は人々の負担の上に成
り立ちながらも、平和と安
定を守るしくみをつくって
いた 

ま

と

め

る 

＜特色や意味を考える問い＞ 

江戸幕府は、幕府による政治

を長く続けるためにどのよう

な政策を行ったのだろう。 
 

 
 
← 
 
 
 
 

 
歴史的事
象を関連
付けたり
総合した
りして 

 
 
→ 

 
・「しらべる」
段階で用いた
資料 

・江戸図屏風 

江戸幕府は参勤交代や家族を
江戸に住まわせ大名を従わせ
る仕組みを作った。また、身
分を定め人々の反乱を防ぎ、
年貢を確実に納めさせた。さ
らに鎖国下でも幕府だけは貿
易で利益を得るようにした。
つまり、 幕府は江戸の町や
幕府に力が集中する仕組みを
作ったので、武士の政治が安
定した。 



２ 本時の学習（７/８）：令和７年度に研究授業で行った時間の本時案 

（１）ねらい 

大名や百姓の立場で幕府の政策を調べ見直し、人々の生活の安定につながっていたことを理解する。 

 

（２）展 開 

 ○主な学習活動 ●評価につながる学習活動 

・予想される子供の反応 

◎資料 □指導上の留意点  

【評価】 

つ
か
む 

 

〇前時の学習を振り返る。 

 

 

〇これまでの学習の児童の意見を提示し、新たな問いを

立てる。 

・大名は参勤交代で大変そう。 

・江戸の町がにぎやかになった。 

 

 

□スプレッドシートやノートを見

ながら、前時に作成したまとめ

を確認する。 

◎児童の意見 

し
ら
べ
る 

○既習事項を振り返り、大名や百姓の立場を選び、その

立場からの見方や感じたことをワークシートに記述す

る。 

・参勤交代は大変だけど、江戸から持ち帰る文化や学問

などで江戸から遠い地域も発展するからいい点もあっ

た。 

・五人組はいやだけど、困った時に助けてもらったり、

農業に専念できたりしたようになったことはよかっ

た。 

〇グループで考えを交流する。 

・参勤交代は費用がかかるけど、五街道の整備や宿場町

の発展といういいこともあったみたい。 

・五人組は罰があるから恐いけど、助け合う仕組みでも

あるみたい。農業に専念すればいいから、前の時代と

比べると安心できるみたい。 

〇学級全体で考えを交流し、人々にとっての幕府の政策

の意図について、話し合う。 

・幕府は全国を支配するために、人々のくらしや身分に

対する政策を行ったが、それは幕府のためだけでそれ

は幕府のためだけでなく、人々が安心して生活できる

ようにするためであった。 

 

□交流しやすいようにグループで

「大名」「百姓」の立場を選択

するよう促す。 

□大名や百姓の立場で考えること

で、なぜ幕府がそのような政策

をとったのかという視点を補足

し、考えられるようにする。 

□現代と比べてではなく、前の時

代(鎌倉時代や戦国時代)と比べ

てどのような変化があったのか

を考えられるようにする。 

 

 

 

 

□様々な身分の人々を統制する政

策によって江戸幕府による政治

が長く続いたことに気付くよう

に、１つの政策をなくすとどう

なるのかなど提案する。 

ま
と
め
る 

●学習のまとめをする。 

・江戸幕府は、参勤交代や鎖国などのしくみを通して、

人々のくらしを安定させることを目指していた。大名

にとっては出費が多く大変な面もあったが、参勤交代

によって幕府の力を示し、国全体の平和を保つことが

できた。また、百姓や町人にとっても、戦がなくな

り、安心してくらしを続けられるようになった。つま

り、幕府は人々の負担の上に成り立ちながらも、平和

と安定を守るしくみをつくっていたといえる。 

□支援を要する児童には、書き出

し例や穴埋めになった例を提示

して支援する。 

【知技②】ノートやタブレットの

記述から「参勤交代や身分制度

などの幕府の政策について、改

めて調べ、必要な情報を集め、

読み取り、江戸幕府の政策や社

会の様子を理解文にまとめて理

解できているか」を評価する。 

 

 

大名や百姓にとって、幕府の政策はどのようなものだったのだろう。 



 



 


